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【
受
賞
者
の
声
】

「
市
展
賞
受
賞
で
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
い
う
電
話
。

驚
き
が
全
身
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　

夏
至
の
頃
、
水
門
を
く
ぐ
っ
て
静
か
に
流
れ

る
水
の
輝
き
と
停
泊
し
た
釣
船
が
空
に
伸
ば
す

　芸術の秋の祭典「村上市美術展覧会」が11月１
日㈰から３日（火・祝）まで開催されました。今年
は初の試みとして、市展の部門や規格にとらわれ
ない自由な発想の作品を集めた文化展も同時に
開催。多くの作品が展示され、訪れた人は、じっく
りと鑑賞し、芸術の秋を堪能しました。
　ここでは、部門ごとに入賞者を紹介します。

第
８
回

村
上市

展ア
ン
テ
ナ
と
釣
竿
。
静
か
な
広
が
り
と
色
面
の

美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
描
い
た
の
が
こ
の
作
品

で
す
。
美
し
く
も
透
き
通
る
よ
う
に
葉
を
茂
ら

せ
る
木
々
、
紅
に
染
ま
り
は
じ
め
た
空
、
そ
れ

を
映
す
遠
景
と
目
の
前
の
水
面
、
そ
し
て
船
。

一
体
と
な
っ
た
表
情
を
ど
う
描
き
出
す
か
に
苦

心
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
完
成

で
き
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

松
岡　

チ
サ
ト　

氏
（
塩
町
）

美
術
協
会
長
賞

　

大
滝　

信
一　

氏
（
庄
内
町
）

日
本
画
部
門

市
展
賞

　

富と

樫が
し　

勇い
さ

巳み　

氏
（
飯
野
三
丁
目
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

こ
の
度
は
村
上
市
展
、
洋
画
部
門
で
市
展
賞

を
い
た
だ
き
夢
か
と
ば
か
り
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

入
選
作
の
「
霜
月
」
は
普
段
見
慣
れ
て
い
る

柿
の
実
と
さ
ま
ざ
ま
な
木
の
落
ち
葉
で
す
。
秋

が
深
く
な
る
と
色
づ
い
た
実
や
葉
っ
ぱ
は
、
少

し
ず
つ
形
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
美
し
さ

に
魅
了
さ
れ
描
い
て
み
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら

夢
だ
っ
た
絵
画
教
室
に
通
い
始
め
て
か
ら
七
年

目
を
む
か
え
ま
し
た
。
私
が
こ
の
よ
う
な
栄
誉

あ
る
賞
を
い
た
だ
け
た
の
は
良
き
指
導
者
、
良

き
友
に
恵
ま
れ
創
作
活
動
に
声
援
を
送
っ
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
入
選
を
励
み
と

し
て
、
ま
た
作
品
を
描
き
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

廣
川　

信
幸　

氏
（
四
日
市
）

美
術
協
会
長
賞

　

三
品　

優　

氏
（
関
川
村
）

奨
励
賞

　

小
林　

勝
美　

氏
（
肴
町
）

洋
画
・
版
画
部
門

市
展
賞

　

齋さ
い

藤と
う　

チ
イ
子こ　

氏
（
殿
岡
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

こ
の
た
び
は
市
展
賞
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

友
達
・
先
輩
方
・
い
ま
ま
で
に
出
会
っ
た
方
々
・

家
族
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
感
謝
！

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

杉
下　

理
智
子　

氏
（
山
口
）

美
術
協
会
長
賞

　

髙
橋　

泉　

氏
（
茎
太
）

彫
塑
・
工
芸
部
門

市
展
賞

　

久く

津つ

美み　

卓
す
ぐ
る　

氏
（
寺
町
）
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【
受
賞
者
の
声
】

　

こ
の
度
、
多
い
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
市
展

賞
を
い
た
だ
き
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

正
直
な
と
こ
ろ
「
ま
さ
か
」「
び
っ
く
り
」
と

信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。

　

定
年
を
機
に
「
県
の
草
花
」
で
あ
る
雪
割
草

を
育
て
て
い
る
う
ち
に
、
小
さ
な
花
の
記
録
を

【
受
賞
者
の
声
】

　

こ
の
度
は
思
い
が
け
ず
市
展
賞
と
い
う
素
晴

ら
し
い
賞
を
頂
き
、
本
当
に
夢
の
よ
う
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
書
を
書
く
時
の
墨
の
匂
い
と
緊
張
感

が
と
て
も
好
き
で
す
。
作
品
を
書
く
時
は
苦
労

市展賞
受賞作品

彫
塑
・
工
芸
部
門

「
偶
然
＝
必
然
」

写
真
部
門

「
ハ
マ
ナ
ス
の
花
」

書
道
部
門

「
呉
惟
信
詩
」

洋
画
・
版
画
部
門

「
霜
月
」

日
本
画
部
門

「
町
の
一
角
」

残
そ
う
と
思
い
、
写
真
を
始
め
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
今
回
、
市
の
花
で
あ
る
「
ハ
マ
ナ
ス

の
花
」
で
受
賞
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
未
熟
で
今
後
の
習

練
が
必
要
で
す
。
こ
の
受
賞
を
励
み
に
よ
り
質

の
高
い
作
品
づ
く
り
を
心
か
け
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
振
興
賞

　

加
藤　

栄
一　

氏
（
小
国
町
）

美
術
協
会
長
賞

　

小
池　

正
雄　

氏　

（
飯
野
三
丁
目
）

奨
励
賞

　

花
野　

省
子　

氏
（
金
屋
）

　

斎
藤　

正
幸　

氏
（
藤
沢
）

　

野
澤　

和
夫　

氏
（
胎
内
市
）

も
あ
り
ま
す
が
、
上
手
く
書
け
た
時
の
達
成
感

は
格
別
な
も
の
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し

み
な
が
ら
、
書
の
道
を
爽
や
か
に
歩
ん
で
行
け

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
い
つ
も
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
る

恩
師
伊
藤
省
風
先
生
、
ま
た
多
く
の
方
々
の
お

力
添
え
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
日
報
振
興
賞

　

本
間　

美
榮
子　

氏
（
飯
野
三
丁
目
）

美
術
協
会
長
賞

　

須
貝　

桃
華　

氏
（
新
町
）

奨
励
賞

　

樋
口　

舟
倖　

氏
（
小
町
）

　

富
樫　

梅
梢　

氏
（
上
大
鳥
）

　

鈴
木　

美
保
子　

氏
（
中
原
）

　

渡
邊　

常
教　

氏
（
飯
野
二
丁
目
）

写
真
部
門

書
道
部
門

市
展
賞

　

木き

村む
ら　

嘉か

次じ

雄お　

氏
（
堀
片
）

市
展
賞

　

木き

村む
ら　

爽そ
う

歩ほ　

氏
（
大
津
）
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